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5　　　　　 日本婦人及びそ の 夫における HPV感

染の 実態調査 一 HPV　 l6型 18型 DNAの PCR法 に よ

る検出
一

6　　　　 子宮頸部異形成 の 悪性化 と Hpv 感染

一パ ラ フ ィ ン 包埋 標本 を用 い た PCR 法 に よ る
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【目的】Human　papillomavirtts（HPV）16型 18型は，

子宮頸癌や ， そ の 前癌病変 （CIN）， 子宮頸癌由来

の 株化細胞に 高率に 認め られて おり， 子宮頸癌発

症に重要な働きをするこ とが示唆され て い る 。 し

か し HPV感染の 実態や，　 natural 　historyに 関 し

て は不明な点が多い。今回我 々 は PCR法によ り，

子宮頸部擦過細胞を用いて ， HPV　 16型 18型感染を

調 べ た 。 さ らに 夫婦間で の 感染状況を解明す るた

め の 夫の 尿中，及 び精液中の HPV感染を PCR法を

用い て調 べ た 。

【方法】　354名の 婦人か ら子宮頸部擦過細胞を採

取 し， DNAを抽出 した 。 そ の うち23例の 夫か ら採

尿し尿沈渣細胞よ り DNAを抽出， 又 13例 の 夫か ら

精液を採取 しPerco正重層法によ り遠心分離 して 得

た上皮細胞よ り DNAを抽出後 ，　 PCR法を行 っ た 。

増 幅部位は HPV　 16型 18型の E6 領域で ある 。
　 PCR

後，特異性確認 の ため，Southern　blot法を施行

した 。

【成績】HPV　16型又は 18型は子宮頸部に異常を認

めない 205例中21例 （10％） ，　 STD群34例中 了例

（21％） ，
CIN　80例中22例 （28％） ， 子宮頸癌35

例中 16例 （46％）に検出された。妻が 16型陽性で

あ っ た 8組中 2組 （25％）の夫尿沈渣 に同
一type

の HPV感染を認め たが
， 陰性で あっ た 14例で は 1

例 （7％）の みが 陽性で あ っ た 。 また精液中で も

2 例 （25％）に夫婦間で HPV　l6型の 同時感染が認

め られた。

【結論】健常婦人に も HPV感染が示され ， 不顕性

感染，前癌病変，癌患者 の 顯に感染頻度が上昇す

る こ とが示 され た 。 また ，夫婦間に お け る HPV感

染 の 実態が明 らかに な り，子宮頸癌発生に おける

sexual 　 partnerの 重要性が示された。

【目的】子宮頸癌発癌機 構 に お い て HPV の 果 た す 役

割 は 大 き い と い わ れ て い る が ， Hpv の 生 活環 は 不

明点が 多い
。 今回我 々 は ， 異形成か ら f ・ll・ w 　up

し pregression ，　 persistence ，　 regression した 3 群

の パ ラ フ ィ ン 旭埋 標本 を 用 い て HPVI6 ／18 型 と の

関連 を retr ・ specti ・自に 検 討し た 。【方法 】1962

年か ら 1973 年迄 に ， 子宮頸癌集団検診に お い て疑

陽性 で ，組織 診 で 異 形成 の 診断後 に 1− 3 ヵ 月毎に

follow 　 up した pregression 群 26 例 ，　persistence

群 3 例， reg ・ essiQn 群 16例 の パ ラ フ ィ ン 包埋 組

織 を検体 と し た 。 検体 を薄切 し，脱 パ ラ フ ィ ン 後

に DNA を抽 出，そ れ を IIPV　16！18 の E6 領域 を増幅

す る primer を使用 し 40　c アcle の PCR を 行 っ た 。 増

幅後 に 4 ％ ア ガ ロ
ー ス ゲ ル で 電気泳 動 を行 な い ，

特異 バ ン ド を検出 し D 。 t　bl 。 t　hybridization を 行

っ tc。 【成績 】1．異形成 か ら follow　up 中 に elS

あ る い は ， 子宮頸部浸潤癌に 至 っ た pr ・gressi 。 n 群

26 症例 中 13例 （50％ ）に HPV 　16！18　 DNA を検出 し

た 。 persistence ，
　 regression した 19 症例 で は 1 例

も，また い ずれ の 時期 に も HPV 　16118DNA を検 出

で きな か っ た
。

2．Hpv 　16118 　DNA を検出 した

progression 群13症例 の うち 5 例 （38．5 ％ ）は ，
follow

up 中継 続 し て 検 出 さ れ ，　 CIS に 至 っ た 痛例 の う

ち HPV 　DNA が 自然消退 し た 例が あ っ た が ， 浸潤癌

に 至 っ た 例 で は 自然消 退 し た もの は な か っ た。

3，癌化 ま で の follow 　up 期間 と HPV 感 染 の 有無 に

は ， 明 らか な 関連 は な か っ た 。 【結論 】異形成 の

段階に 於て Hpv 　16118 型感 染者 は，高率 に 癌化す

る 可能性が あ り厳重 に follow 　up す る 必要が あ る

と 考 え られ る。
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